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2110 NPO 法人に よ る専門職大学院設立のための 研究 

0 宮城 健 ，吉田 匡 ，高橋 修 ，移入合 勲 ，新城 柴一 ( 東北大工学 ) 

教育の多様化を 求める大きな 流れがあ る。 

文部科学 省は 、 地域を限定して 規制を緩和する 構造改革特 区 で株式会社による 学校経営 

を 認め、 本年 4 月より、 株式会社による 大学、 専門職大学院、 中学校、 高校などが開校し 

て、 ・ 、 る 。 

構造改革特 区 とは、 地方自治体などが 一定の地域を 対象とする経済活性化事業を 独自に 

提案し、 政府が実現可能 ど 判断すれば、 必要な規制の 撤廃，緩和を 特例として認めるもの 

であ る。 医療、 農業、 福祉など 1 0 分野からなり、 教育に関する 分野は教育侍医と 呼ばれ、 

今まで教育侍医では 英語による小中一貫教育やフリースクールを 運営する ) 轄 0 が不登校 
の丘 供 たちのだめの 学校の設立などが 提案されている。 

特に株式会社や NPO 法人の学校設立は 提案数も多かったため、 文部科学 省は 昨年 2 月 

に設立を認める 方針を決定しているが、 開校にあ たり条件があ り、 財政状況の公開や 第 : 

者による教育内容の 評価などがあ げられている。 ( 教育は規制緩和の 効果や弊害の 評価に 

最も時間のかかる 分野であ る。 ) なお、 現状では NPO に よ る学校経営㈲ 事例はないが、 文 

部 科学 省 でも NPO 担 - 世部局が設置されるなど 近い将来認められる 可能性が高くなって い 

る 。 

規制緩和で教育サービスの 選択肢を拡大したい・     

政府㈲規制改革・ 民間開放推進会議は、 構造改革特 区 で始まった多様な 教育の手段の 芽 

をいかに育てるか 苦心している。 苦心しているのは、 学校法人以覚の 新しい教育設置主体 

による教育サービスへの 参入する壁を。 かに取り除くかという 点であ る。 

その中の問題は、 現在、 特 区 で認定された 新規参入者に 学校法人と同等の 補助金などを 

与えることは 出来ないこと " つまり、 株式会社や NPO では私学助成が 受けられ，ないこと 

であ る。 

少子化で競争は 激化している。 全体㈲予算も 削られ・ る 現状で既存の 私学などの反発は 必   

至だ ・・・学校教育法などによる 公の支配に入っていけないという 法律上の間題を 盾に 

株式会社や N 甲 O への私学助成の 拡大に抵抗を 見せる文部科学省の 職員の本音も 見える。 

本来、 教育は、 政府が国民に 強制するべきものではなく、 国民が選択する 教育サービス 

であ るべきではなかろうか " 

常に念頭におく 必要があ るのは誰のための 教育なのかということ ，答えは当然子ども ( 学 

生 )" 子どもたち ( 学生 ) がこれから日本で、 そして世界で 生きていくときに 笑顔でいら 
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れることが最大の 目的であ るはず。 子ども ( 学生 ) は自分で制度を 変えたり、 先生を変え 

たりすることはできない。 だからこそ、 多様性の担保が 必要ではないか。 

明治以来、 国民に義務として 画一的な教育を 強いてきた伝統を 見直して多様な 内容㏄ 教 

育を受ける権 利を保障することが 2 1 世紀の課題となってくる。 

本 発表では、 実際に NPO 法人による専門職大学院設立のために 活動している 発表者が 

実際の体験から 大学院設置のための 現状の問題点を 整理しながら、 今後の展開を 探ってい 

きたい - ヒ " 
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